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要　
　

旨

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
富
美
文
庫
蔵
「
徒
然
草
」
五
冊
は
、
筆
者
が
二
〇
〇
九
年
三
月

に
紹
介
し
た
新
出
の
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
烏
丸
本
系
の
本
文
を
持
ち
、
挿
絵
は
各
冊
に

十
五
図
ず
つ
、合
計
七
十
五
図
あ
る
。こ
れ
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
奈
良
絵
本「
徒
然
草
」

の
な
か
で
は
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
本
作
品
の

概
要
を
紹
介
す
る
。
次
い
で
、
そ
の
挿
絵
を
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
出
版
さ
れ
た

「
徒
然
草
」
の
注
釈
書
で
あ
る
「
な
ぐ
さ
み
草
」、
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
、
及
び
二
〇
〇
六

年
に
有
吉
保
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
奈
良
絵
本
と
比
較
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ

ら
四
作
品
の
中
で
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
に
最
も
先
行
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

他
の
三
作
品
は
い
ず
れ
も
「
な
ぐ
さ
み
草
」
を
典
拠
と
す
る
こ
と
、
た
だ
し
互
い
に
独

自
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
作
品
の
間
に
は
直
接
的
な
転
写
関
係
は
想

定
し
得
な
い
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
質
に
つ
い

て
も
若
干
の
指
摘
を
す
る
。

は
じ
め
に

　

吉
田
兼
好
の
随
筆
と
し
て
名
高
い
「
徒
然
草
」
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
版
本

が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
注
釈
書
も
書
か
れ
、
広
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
第
に

絵
画
化
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
冊
子
、
絵
巻
、
色
紙
、
屏
風
な
ど
多
彩
な
作

品
が
制
作
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
刊

行
さ
れ
た
注
釈
書
の
「
な
ぐ
さ
み
草
」
で
あ
る（

1
）。

こ
れ
に
は
一
五
七
図
も
の
挿
絵

が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
版
本
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
後
の
絵
画
作
品
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
奈
良
絵
本
と
通
称
さ
れ
る
冊

子
本
の
挿
絵
は
、
こ
の
「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

2
）。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
富
美
文
庫
蔵
「
徒
然
草
」（
以
下
、
富
美
文
庫

本
と
称
す
る
）
は
、
そ
う
し
た
奈
良
絵
本
の
新
た
な
一
例
と
な
る
も
の
で
あ
る（

3
）。

こ
こ
で
は
、こ
の
富
美
文
庫
本
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、そ
の
挿
絵
を
「
な

ぐ
さ
み
草
」
及
び
二
件
の
奈
良
絵
本
と
比
較
し
、
そ
の
関
係
及
び
特
質
を
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
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一　

富
美
文
庫
本
の
概
要

（
一
）
書
誌

　

富
美
文
庫
本
は
、
五
冊
か
ら
な
る
絵
入
り
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
書
誌
は
左
記

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
﹇
形　

態
﹈
冊
子　

五
冊

　
　
﹇
装　

丁
﹈
綴
葉
装

　
　
﹇
法　

量
﹈
各　

縦
二
六
・
五
セ
ン
チ　

横
二
〇
・
〇
セ
ン
チ

　
　
﹇
表　

紙
﹈
薄
茶
地
金
襴

　
　
﹇
外　

題
﹈「
つ
れ
〳
〵
草　

壱
（
弐
、
三
、  

四
、  

五
）」

　
　
﹇
見　

返
﹈
金
箔
押

　
　
﹇
内　

題
﹈
な
し

　
　
﹇
料　

紙
﹈
三
十
七
・
四
十
・
四
十
・
四
十
七
・
四
十
四
丁

　
　
﹇
奥　

書
﹈
な
し

　
　
﹇
付
属
品
﹈
箱
、
布
、
紐
、
メ
モ

　

奈
良
絵
本
に
は
装
丁
を
四
目
綴
と
し
、
表
紙
を
紺
紙
金
泥
絵
と
す
る
も
の
が
多

い
が
、
富
美
文
庫
本
は
表
紙
に
金
襴
地
を
用
い
た
綴
葉
装
で
あ
る
。
法
量
は
通
常

の
縦
本
よ
り
や
や
大
き
く
、
大
型
本
と
の
中
間
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。
表
紙

の
中
央
に
、
金
泥
の
霞
を
引
き
、
さ
ら
に
金
砂
子
を
撒
い
た
題
箋
が
貼
付
さ
れ
て

お
り
、「
つ
れ
〳
〵
草　

壱
（
〜
五
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
巻
数
を
示
す

数
字
は
右
下
に
寄
せ
て
、
や
や
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
布
目
の
金
箔

押
し
で
あ
る
。
内
題
及
び
奥
書
は
当
初
か
ら
な
い
。

　

料
紙
の
枚
数
は
右
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。各
冊
と
も
第
一
丁
は
遊
び
紙
と
し
、

最
終
丁
に
つ
い
て
は
、
第
一
冊
と
第
三
冊
は
裏
面
の
み
を
、
第
二
冊
、
第
四
冊
及

び
第
五
冊
は
表
裏
面
と
も
白
紙
と
す
る
。
本
文
の
料
紙
に
は
、
こ
の
白
紙
も
含
め

て
全
頁
に
金
泥
に
よ
る
装
飾
下
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。
松
葉
、
紅
葉
、
草
花
、
蝶
、

波
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
化
し
て
散
ら
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
略
画
的
に
描
か
れ
て

い
る
。
本
文
は
各
冊
と
も
第
二
丁
表
か
ら
十
行
取
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
は

各
冊
に
十
五
図
ず
つ
、
合
計
七
十
五
図
あ
り
、
す
べ
て
半
丁
で
完
結
す
る
。

　

付
属
品
の
箱
は
素
木
の
桐
製
で
、
印
籠
蓋
造
で
あ
る
。
身
の
短
側
面
に
「
和
田

家
所
蔵
」
と
欄
外
下
に
印
刷
さ
れ
た
旧
蔵
者
の
貼
紙
が
あ
り
、墨
で
「
い
」「
徒
々

草
」、
朱
で
「（
第
）
一
壱
四
（
號
）」（
括
弧
内
は
印
刷
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
た

だ
し
「
一
」
は
墨
書
の
上
に
朱
を
重
ね
て
お
り
、
本
来
は
「
壱
四
號
」
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
反
対
側
面
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
「
14
徒
然
草
」
と
横
書
き
し
た
メ
モ
が

貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
左
横
と
蓋
表
の
右
下
に
は

「6367

」
と
ペ
ン
書
し
た
貼
紙
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
購
入
者
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
布
は
白
地
の
絹
で
、こ
の
五
冊
を
包
む
も
の
で
あ
る
。
紐
は
箱
用
で
、

現
在
の
も
の
に
取
り
替
え
る
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
メ
モ
は
先
述

の
「6367

」
の
貼
紙
と
同
筆
で
、
便
箋
一
枚
に
購
入
時
の
覚
え
書
き
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

 
「
奈
良
画
本
つ
れ
〴
〵
草　

昭
和
卅
年
秋
に
四
國
行
旅
費
の
残
り
で
購
入　

弘
文

荘
目
録
㐧
廿
五
号　

五
冊　

三
万
三
千
円　

同
書
の
解
説
に
次
の
如
く
記
す

（
後
略
）」

　

富
美
文
庫
の
絵
入
本
及
び
絵
巻
に
は
弘
文
荘
を
経
由
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
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の
メ
モ
に
よ
り
「
徒
然
草
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

4
）。『

弘
文
荘

待
賈
古
書
目
』
第
二
十
五
号
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
発
行
）
を
見
る
と
、こ
の
「
徒

然
草
」
は
見
開
き
の
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る（

5
）。「

二
六　

つ
れ
〳
〵
草　

文
元
祿
頃
寫

奈
良
繪
本　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
册　

三
三
、〇
〇
〇
圓

　
　
　

特
大
本
（
二
六
、六
×
二
〇
、〇
糎
）、
草
花
の
金
泥
略
畫
あ
る
鳥
の

　
　
　

子
紙
、
大
和
綴
、
十
行
。
繪
は
各
册
十
五
面
づ
つ
、
す
べ
て

　
　
　

七
十
五
の
多
き
に
逹
す
。
薄
茶
地
に
金
線
で
文
様
を
織
り
出
し

　
　
　

た
古
金
襴
の
表
紙
の
中
央
に
「
つ
れ
〳
〵
草
（
卷
數
の
數
字
）」

　
　
　

の
美
し
い
題
簽
。
極
上
保
存
。
古
き
桐
箱
入
。

　
　

濃
彩
（
金
・
茶
・
丹
・
祿
を
主
色
と
す
）、
華
麗
な
が
ら
、
さ
ま

　
　

で
あ
く
ど
か
ら
ぬ
、
奈
良
繪
本
ら
し
い
奈
良
繪
本
。
裝
釘
も
似
つ

　
　

か
は
し
い
美
裝
で
あ
る
。
殊
に
本
の
形
大
き
く
、
挿
絵
の
數
多
い

　
　

點
が
珍
重
に
値
す
る
。」

　

掲
載
写
真
は
左
頁
が
「
序
つ
れ
づ
れ
」
の
挿
絵
の
部
分
で
あ
り
、
正
し
く
富
美

文
庫
本
の
も
の
で
あ
る
。
右
の
解
説
の
内
容
も
富
美
文
庫
本
の
現
状
に
合
致
し
て

お
り
、
特
に
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
法
量
の
縦
が
一
ミ

リ
異
な
る
が
、
こ
れ
は
許
容
誤
差
の
範
囲
内
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
先
述
の
メ
モ
の

省
略
部
分
に
は
右
の
解
説
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
メ
モ
に
は
「
昭
和
卅
年
秋
」

と
あ
る
か
ら
、
古
書
目
の
発
行
直
後
に
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
本
文
と
挿
絵

　

富
美
文
庫
本
の
本
文
は
、
江
戸
時
代
に
最
も
流
布
し
た
烏
丸
本
系
で
あ
り
、
全

文
を
書
写
し
て
い
る
。
多
少
の
脱
文
や
異
同
は
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は

省
略
す
る
。
第
一
冊
は
「
序
つ
れ
づ
れ
」（
以
下
、
章
段
は
番
号
と
冒
頭
の
四
文

字
以
内
で
表
す
）
か
ら
「
43
春
の
く
れ
」
ま
で
、
第
二
冊
は
「
44
あ
や
し
の
」
か

ら
「
91
赤
舌
目
」
ま
で
、第
三
冊
は
「
92
あ
る
人
弓
」
か
ら
「
136
く
す
し
」
ま
で
、

第
四
冊
は
「
137
花
は
盛
り
」
か
ら
「
188
あ
る
者
」
ま
で
、
そ
し
て
第
五
冊
は
「
189

今
日
は
」
か
ら
「
243
八
に
」
ま
で
を
収
載
す
る
。
な
お
第
四
冊
に
は
錯
簡
が
あ
り
、

第
二
十
丁
は
第
二
十
二
丁
に
続
き
、
そ
の
間
の
第
二
十
一
丁
は
第
四
十
六
丁
の
後

に
続
く
。
第
四
十
七
丁
は
表
裏
と
も
白
紙
で
あ
る
の
で
、
第
四
冊
は
現
状
の
第

二
十
一
丁
裏
で
終
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
頁
は
末
尾
の
十
行
目
ま
で
本
文
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
見
た
目
に
は
錯
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
。

　

本
文
の
筆
写
は
各
段
ご
と
に
行
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
204
犯
人
を
」

と
「
232
す
べ
て
人
は
」
の
二
段
は
改
行
し
な
い
ま
ま
前
段
に
続
い
て
お
り
、
改
行

を
忘
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
挿
絵
は
一
段
分
の
本
文
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
に

挿
入
さ
れ
る
が
、「
13
ひ
と
り
燈
」
は
「
19
お
り
ふ
し
」
の
本
文
の
六
月
と
七
月

の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
231
園
の
別
当
」
は
「
238
御
随
身
」
の
本
文
の

自
讃
七
箇
条
の
う
ち
の
一
箇
条
目
の
後
に
、「
237
や
な
い
は
こ
」
は
同
じ
く
六
箇

条
目
の
後
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
段
の
区
切
り
を
見
誤
っ
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
な
お
、
挿
絵
の
前
に
余
白
が
で
き
る
場
合
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
本

文
は
散
ら
し
書
き
に
さ
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
右
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
文
と
挿
絵
の
位
置
は
ず

れ
て
お
り
、
大
抵
は
挿
絵
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
逆
に
挿
絵
が
先
行
す
る
の
は

「
41
五
月
五
日
」
と
「
44
公
世
の
」
の
二
段
だ
け
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
本
文
の
前

の
頁
に
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
は
か
わ
り
が
な

い
。
本
文
と
挿
絵
の
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
挿
絵
の
効
果
を
減
損
す
る
も
の
で
あ

り
、
で
き
れ
ば
避
け
た
い
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
美
文
庫
本
は
こ
の

点
に
は
全
く
無
頓
着
で
あ
る
。
な
お
「
48
光
親
卿
」
と
「
195
或
人
久
我
」
の
二
段

は
、
珍
し
く
本
文
の
次
の
頁
に
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
意
図
的
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
偶
然
の
結
果
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
「
徒
然
草
」
の
絵
画
作
品

（
一
）
絵
画
作
品
の
概
要

　

こ
こ
で
は
、
個
々
の
作
品
へ
の
言
及
は
控
え
、
そ
れ
ら
を
総
括
的
に
紹
介
し
た

も
の
を
数
点
だ
け
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
徒
然
草
」
を
絵
画
化
し
た
作
品
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
一
九
九
四
年

に
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
開
催
さ
れ
た
「
兼
好
と
徒
然
草
」
の
図
録
が
有
用
で

あ
る（

6
）。

同
書
に
は
奈
良
絵
本
、
画
帖
、
絵
巻
、
屏
風
、
版
本
な
ど
の
多
数
の
作
品

が
掲
載
さ
れ
、
中
野
雅
之
氏
ほ
か
の
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
な
ぐ
さ
み
草
」

の
全
挿
絵
に
つ
い
て
の
場
面
解
説
も
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
絵
入
り
の
版
本
に

つ
い
て
は
、
齋
藤
彰
氏
に
よ
る
十
三
回
に
及
ぶ
連
載
が
あ
る
が
、
そ
の
間
、
図
版

が
一
枚
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
が
大
変
残
念
で
あ
る（

7
）。「

な
ぐ
さ
み
草
」
は
初

回
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
全
挿
絵
に
つ
い
て
本
文
と
の
関
連
性
が
略
述
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
島
内
裕
子
氏
が
絵
巻
、
屏
風
、
画
帖
、
色
紙
な
ど
の

作
品
を
整
理
し
、
数
点
の
作
品
に
つ
い
て
精
力
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い
る（

8
）。

　

奈
良
絵
本
に
つ
い
て
は
、
有
吉
保
氏
が
二
〇
〇
六
年
に
美
麗
な
六
冊
本
の
影
印

を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
出
版
さ
れ
た
（
以
下
、
有
吉
本
と
称
す
る（

9
））。

そ
の
解
説
に
よ

れ
ば
、
冊
子
本
の
「
徒
然
草
」
で
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
蓬
左
文
庫

蔵
本
六
冊
、
高
乗
勲
蔵
本
四
冊
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
、
金
沢
文
庫
蔵
本
十
二

図
（
零
本
）、
専
修
大
学
図
書
館
蔵
本
三
冊
、
東
洋
大
学
図
書
館
蔵
本
五
冊
、
ス

ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
六
冊
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
録
索
引
』
掲
載
本

五
冊
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
第
一
三
四
号
』
掲
載
本
三
冊
、『
日
本
書
籍
協
会

創
立
40
周
年
記
念
目
録
・
臨
川
書
房
目
録
』
掲
載
本
二
冊
、
有
吉
保
蔵
本
六
冊
、

及
び
有
吉
保
蔵
本
二
冊
（
零
本
）、以
上
十
二
件
で
あ
る
。
な
お
、こ
の
う
ち
の
『
弘

文
荘
待
賈
古
書
目
録
索
引
』
掲
載
本
五
冊
が
富
美
文
庫
本
に
該
当
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本

三
冊（
10
）、工

藤
早
弓
著
「
奈
良
絵
本
・
下
」
所
収
本
五
冊（
11
）、及

び
青
山
短
期
大
学
蔵
「
徒

然
草
貼
交
屏
風（
12
）」

が
あ
る
。
筆
者
が
確
認
し
得
た
の
は
、
こ
の
う
ち
の
数
本
に
過

ぎ
な
い
が
、
大
概
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
と
同
系
統
で
あ
る
。
た
だ
し
、
工

藤
氏
が
紹
介
さ
れ
た
三
冊
本
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
は
全
く
別
の
図
様
を
描
い
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
作
品
も
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

（
二
）
挿
絵
の
出
入

　

本
稿
で
は
、
富
美
文
庫
本
の
比
較
対
象
と
し
て
、「
な
ぐ
さ
み
草
」、
及
び
右
の
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奈
良
絵
本
諸
本
の
う
ち
蓬
左
文
庫
本
と
有
吉
本
を
取
り
上
げ
る
。「
な
ぐ
さ
み
草
」

は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
「
徒
然
草
」
の
注
釈
書
で
あ
り
、
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
蓬
左
文
庫
本
は
、
尾
張
藩
三
代
藩
主
徳
川
綱
誠

（
一
六
五
二
―
一
六
九
九
）
の
正
室
新
君
（
瑩
珠
院
、
一
六
五
四
―
九
二
）
の
蔵

書
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
制
作
時
期
は
不
明
で
あ
る（
13
）。

有
吉
本
に
つ

い
て
は
現
所
蔵
者
名
も
伝
来
も
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
「
な
ぐ
さ
み
草
」
に
は
一
五
七
図
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
一
四
二
図
、
富
美

文
庫
本
に
は
七
十
五
図
、
そ
し
て
有
吉
本
に
は
四
十
八
図
の
挿
絵
が
あ
る
。
表
1

は
そ
の
出
入
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
作
品
欄
の
数
字
は
作
品
ご
と
に

付
し
た
挿
絵
の
通
し
番
号
で
あ
り
、
図
版
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
末
尾
の
数
字
は
こ
れ

に
対
応
す
る
。
な
お
有
吉
本
に
は
見
開
き
二
頁
を
使
っ
た
通
し
絵
が
六
図
あ
り
、

そ
の
番
号
に
は
丸
を
付
し
た
。

　

表
1
の
出
入
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
富
美
文
庫
本
を
中
心
に

見
る
と
、
他
三
本
の
す
べ
て
と
共
通
す
る
の
は
七
十
五
図
の
う
ち
二
十
九
図
で

あ
る
（
表
3
）。
ま
た
「
な
ぐ
さ
み
草
」
及
び
蓬
左
文
庫
本
と
共
通
す
る
も
の
が

四
十
図
（
表
4
）、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
の
み
共
通
す
る
も
の
が
六
図
（
表
5
）
あ

り
、
こ
れ
以
外
の
組
合
わ
せ
は
存
在
し
な
い
。
な
お
、
富
美
文
庫
本
以
外
の
三
者

が
共
通
す
る
段
は
十
八
あ
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
以
外
の
三
者
が
共
通
す
る
段
は
存

在
し
な
い
。
こ
れ
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
の
挿
絵
数
の
差
が
十
五
段

と
少
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
表
2
で
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
が
他
三
本
の
全
て
を
包
括
し
て
い
る

点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
少
な
い
も
の
を
集
成
し
て
多
い
も
の
が

作
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
と
、
多
い
も
の
か
ら
少
な
い
も
の
が
派
生
す
る
と
い
う

考
え
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、中
野
氏
は
前
者
の
立
場
を
と
り
、

「
質
量
と
も
に
極
め
て
完
成
度
の
高
い
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
、
最
初
期
の

段
階
で
突
然
登
場
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
先
行
す
る
奈
良
絵
本
徒
然

草
の
画
面
を
手
本
と
し
て
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。」
と
考
え
、「
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
↓
実
践
女
子
大
学
本
・
金
沢
文
庫
所
蔵

本
↓
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
可
能
性
」
を
指
摘
さ
れ
た（
14
）。

一

方
、
齋
藤
氏
は
後
者
の
立
場
を
と
り
、「『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
、
絵
入
り
版

本
の
最
初
で
、
奈
良
絵
本
『
徒
然
草
』
の
原
拠
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る（
15
）。

本
稿

で
は
実
践
女
子
大
学
本
及
び
金
沢
文
庫
所
蔵
本
は
比
較
の
対
象
と
し
な
い
が
、
か

わ
り
に
そ
れ
ら
よ
り
も
挿
絵
数
の
多
い
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
を
加
え
、
こ
の
問

題
を
図
様
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三　

挿
絵
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、富
美
文
庫
本
の
挿
絵
七
十
五
図
を
「
な
ぐ
さ
み
草
」、蓬
左
文
庫
本
、

有
吉
本
の
挿
絵
と
比
較
し
、
そ
の
関
係
を
考
察
す
る
。
た
だ
し
紙
数
の
都
合
上
、

全
段
に
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
本
文
で
は
適
宜
選
択
し
た
段
に
つ
い
て
の

み
述
べ
る
こ
と
と
し
、
全
段
に
つ
い
て
は
主
な
異
同
を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
こ
と

と
す
る
（
表
3
〜
5
）。
な
お
、
そ
こ
で
挙
げ
た
異
同
は
構
図
に
関
わ
る
顕
著
な

も
の
だ
け
で
あ
り
、
装
束
の
色
や
文
様
、
画
中
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
省
略

し
た
。
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（
一
）
四
本
共
通
の
段

　

富
美
文
庫
本
の
挿
絵

七
十
五
図
の
う
ち
「
な

ぐ
さ
み
草
」、
蓬
左
文
庫

本
、
有
吉
本
の
三
本
す

べ
て
と
共
通
す
る
も
の

は
二
十
九
図
で
あ
る
（
表

3
）。
そ
の
中
か
ら
、
ま

ず
「
序
つ
れ
づ
れ
」「
18

人
は
」「
41
五
月
五
日
」「
53
是
も
」
の
四
段
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
序
つ
れ
づ
れ
」
は
、兼
好
が
草
庵
で
「
硯
に
向
か
」
う
場
面
を
描
い
て
い
る
（
図

1
〜
4
）。
四
本
と
も
一
見
よ
く
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
細
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
微

妙
な
異
同
が
あ
る
。
兼
好
に
つ
い
て
は
、
蓬
左
文
庫
本
は
筆
を
止
め
て
前
方
を
眺

め
る
よ
う
な
姿
で
あ
る
が
、
他
三
本
で
は
筆
を
走
ら
せ
て
お
り
、
前
者
は
「
心
に

う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
」
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
場
面
、後
者
は
そ
れ
を
「
そ

こ
は
か
な
と
な
く
書
き
付
」
け
る
場
面
と
見
な
さ
れ
る
。
本
文
は
短
い
が
、
そ
こ

か
ら
ど
の
部
分
を
絵
画
化
す
る
か
と
い
う
点
に
明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
の
が
わ
か

る
。
な
お
、机
の
上
に
広
げ
ら
れ
た
料
紙
は「
な
ぐ
さ
み
草
」で
は
白
紙
で
あ
る
が
、

他
三
本
で
は
文
字
を
示
す
点
々
が
打
た
れ
て
い
る
。
草
庵
の
描
写
は
「
な
ぐ
さ
み

草
」
と
蓬
左
文
庫
本
が
最
も
よ
く
相
似
し
、
有
吉
本
は
構
造
は
似
て
い
る
が
、
屋

根
の
位
置
が
高
く
な
り
、
後
方
の
白
壁
ま
で
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
兼

好
が
座
る
位
置
も
少
し
後
方
に
ず
れ
て
い
る
。
以
上
三
図
の
草
庵
は
斜
投
影
法
的

229

209
212
213
214
215
216
218
220
221
224
225
227
228
230
231
232
235
236
237
238
240
241
243

挿図の数

・各作品の欄の数字は作品毎に付した挿絵の
　通し番号。
・有吉本の丸数字は通し絵（6枚）。

135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157

157

124

125
126
127
128
129
130

131
132
133
134

135
136

137
138
139
140
141
142

142

66

67

68
69

70

71
72

73

74

75

75

43

44

45

46

47

48

48

人の田を
秋の月は
御前の
想夫恋
平宣時
最明寺
狐は人に
何事も
健治弘安
陰陽師
多久資が
六時礼讃
千本の
五条内裏
園の別当
すべて人
主ある家
丹波に
やない箱
御随身
しのぶの
望月の
八に

144
149
152
153
154
158
159
162
171
173
175
176
177
180
181
183
184
185
188
190
191
192
195
196
200
203
206
207

107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134

97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121

122
123

52

53

54
55
56
57

58
59
60

61

62

63

64
65

30

㉛

32
33
34
35
36

37

38

39

40
41

42

栂の尾の
鹿茸を
西大寺
為兼
此人東寺
盃の底を
みな結び
遍照寺の
貝を
小野小町
世には
黒戸は
鎌倉
さぎちゃう
ふれふれ
人つく牛
相模守
城陸奥守
ある者
妻といふ
夜に入て
神仏にも
ある人
東大寺の
呉竹は
勅勘の所
徳大寺
亀山殿

表 2　出入の組合結果

な
な
な
な
な
な
な
157

な＝「なぐさみ草」　蓬＝蓬左文庫本
富＝富美文庫本　有＝有吉本
右欄の数字は各組合の挿絵数。
下欄の数字は各作品の挿絵の総数。

蓬
蓬
－
蓬
蓬
－
－
142

富
富
富
－
－
－
－
75

有
－
－
有

有
－
48

29
40
6
18
55
1
8
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表 1　「徒然草」挿絵の出入一覧

序
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19-1
19-2
20
21
22
23
24
25
26
27
29
30
31
32
33
34
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
47
48
49
50
51

章　
　
　

段

本
文
冒
頭

な
ぐ
さ
み
草

蓬
左
文
庫
本

富
美
文
庫
本

有　

吉　

本

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

1
2
3
4

5
6

7
8
9
10
11

12
13

14
15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

1

2

3

4

5

6

7
8

9
10

11
12

13

14

15

16

17
18

19

1
②

3

4

5

6

7

8

9

⑩

11

12

つれづれ
いでや
いにしへ
よろづに
後の世の
不幸に
我身の
あだし野
世の人の
女は髪の
家居の
神無月の
同じ心
ひとり灯
和歌こそ
いづくに
神楽こそ
山寺に
人は
折節の
折節の
なにがし
よろづの
何事も
おとろへ
斎宮の
あすか川
風も
御国譲り
静かに
人の亡き
雪の
九月廿日
今の内裏
甲香は
久しく
朝夕
名利に
ある人
因幡国に
五月五日
唐橋中将
春の
あやしの
公世の
ある人
みつちか
老きたり
応長の比
亀山殿の

52
53
54
59
60
61
62
66
67
68
69
70
72
73
76
79
80
83
84
86
87
89
90
92
93
94
95
96
99
100
101
102
103
104
105
106
107
109
111
114
115
117
118
119
120
121
124
128
129
134
135
137
138
139
141

51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
99
100
101
102
103
104
105
106

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57

58

59

60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82

83
84
85
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な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
富
美
文
庫
本
の
そ
れ
は
不
等
測
投
影
法
的

な
表
現
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
山
間
か
ら
導
か
れ
る
筧
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
（
以
下
、
投
影
法
に
つ
い
て
は
「
的
な
表
現
」
を
省
略
す
る
）。
ま
た
、
兼

好
の
右
手
側
を
壁
で
塞
ぎ
、
屋
根
の
全
体
を
描
き
、
逆
に
画
面
右
下
の
柴
垣
を
描

か
な
い
の
も
富
美
文
庫
本
だ
け
で
あ
る
。外
の
風
景
に
つ
い
て
は
、「
な
ぐ
さ
み
草
」

と
富
美
文
庫
本
は
屋
根
の
向
こ
う
に
遠
山
を
描
く
が
、
他
二
本
で
は
屋
根
の
上
方

は
霞
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
草
庵
の
近
く
に
土
坡
を
描
く
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
四
本
の
関
係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
本
に
対
し
て
独
自
性
を

持
つ
一
方
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
富
美
文
庫
本
、

あ
る
い
は
蓬
左
文
庫
本
と
有
吉
本
の
そ
れ
ぞ
れ
二
本
に
だ
け
共
通
性
が
認
め
ら
れ

る
部
分
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
画
面
の
上
下
は
、
全
段
を
通
じ
て
雲
と
霞
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
雲
霞
は
画
面
の
合
間
に
も
挿
入
さ
れ
、
こ
の
段
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
遠
景
と
中
景
あ
る
い
は
近
景
を
繋
い
だ
り
、
次
の
「
18
人
は
」
の
よ
う

に
画
面
を
上
下
に
区
分
す
る
役
割
を
担
う
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雲
霞
は
嵯

峨
本
「
伊
勢
物
語
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
版
本
の
表
現
上
の
特
質
の
一

つ
で
あ
る
。
一
方
、
他
の
三
本
で
は
、
こ
の
雲
霞
は
大
小
の
切
箔
や
金
砂
子
を
撒

い
た
霞
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
が
、
そ
の
形
態
は
三
者
三
様
で
あ
る
。
富
美
文
庫

本
は
大
概
は
水
平
線
の
左
右
に
す
や
り
霞
を
付
加
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
奈
良
絵

本
に
描
か
れ
る
霞
の
最
も
基
本
的
な
形
態
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
本
は
こ
れ
も
用
い

る
が
、
そ
れ
よ
り
も
水
平
線
の
左
右
ど
ち
ら
か
一
方
に
だ
け
す
や
り
霞
を
付
加
し

た
も
の
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
最
も
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
逆
に
、
有
吉
本
は
富

美
文
庫
本
の
形
態
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
図
４
の
上
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
入

り
組
ん
だ
形
態
の
も
の
を
多
用
し
て
お
り
、
他
二
本
よ
り
も
装
飾
性
が
強
く
な
る

傾
向
が
あ
る
。

　

次
に
、「
18
人
は
」は
、雲
あ
る
い
は
霞
で
画
面
を
上
下
に
二
分
し
、下
に
許
由
の
、

上
に
孫
晨
の
故
事
を
描
い
て
い
る
（
図
5
〜
8
）。
許
由
に
つ
い
て
は
、
右
手
で

川
の
水
を
掬
お
う
と
す
る
姿
は
四
本
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
有
吉
本
は
地
面

が
張
り
出
し
、
水
流
が
遠
の
い
て
い
る
た
め
手
が
水
に
届
い
て
い
な
い
。
許
由
の

背
後
の
木
に
は
、
蓬
左
文
庫
本
以
外
の
三
本
で
は
「
な
り
ひ
さ
ご
」
が
か
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
段
は
、
人
に
も
ら
っ
た
「
な
り
ひ
さ
ご
」
を
木
の
枝
に
か
け
て
お

い
た
と
こ
ろ
、
風
に
吹
か
れ
て
鳴
る
の
が
「
か
し
が
ま
し
」
い
の
で
捨
て
て
し
ま

っ
た
と
い
う
話
で
あ
り
、「
な
り
ひ
さ
ご
」
は
画
面
を
構
成
す
る
重
要
な
ア
イ
テ

ム
で
あ
る
。
し
か
し
「
な
り
ひ
さ
ご
」
が
あ
れ
ば
手
で
水
を
掬
う
こ
と
は
な
い
か

ら
、
こ
れ
は
矛
盾
し
た
場
面
で
あ
り
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
「
な
り
ひ
さ
ご
」
が

な
い
時
と
あ
る
時
を
異
時
同
図
法
的
に
合
成
し
た
説
明
的
な
場
面
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
一
方
、
こ
れ
を
描
か
な
い
蓬
左
文
庫
本
は
、「
な
り
ひ
さ
ご
」
を
も
ら
う
前
、

あ
る
い
は
捨
て
た
後
の
場
面
と
見
な
さ
れ
、
合
理
的
な
構
成
で
は
あ
る
が
、
故
事

画
と
し
て
は
物
足
り
な
さ
が
残
る
の
否
め
な
い
。
つ
ま
り
一
見
矛
盾
し
た
構
成
で

あ
る
「
な
ぐ
さ
み
草
」
以
下
三
本
の
方
が
、
故
事
画
と
し
て
は
わ
か
り
や
す
い
場

面
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
本
が
「
な
り
ひ
さ
ご
」
を
描
か
な
か
っ

た
の
は
、
先
述
の
よ
う
な
合
理
的
な
解
釈
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
単
純
な
書

き
落
と
し
で
あ
っ
た
の
か
、
判
断
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

孫
晨
に
つ
い
て
は
、
藁
を
敷
い
て
伏
す
姿
は
四
本
と
も
よ
く
似
て
い
る
が
、
富
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美
文
庫
本
は
襟
元
に
布
を
結
ん
で
い
な
い
点
や
小
屋
の
壁
の
造
り
に
異
同
が
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
最
も
大
き
な
異
同
は
有
吉
本
が
紅
葉
を
描
い
て
秋
を
思
わ
せ

る
の
に
対
し
、
他
三
本
は
雪
景
色
を
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
冬
の

月
に
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
有
吉
本
の
逸
脱
で
あ
り
、
先
述
の
許
由

の
右
手
と
と
も
に
有
吉
本
に
お
け
る
独
自
の
変
容
と
見
な
し
て
お
き
た
い
。
な
お

「
な
ぐ
さ
み
草
」
は
版
本
で
あ
る
た
め
雪
景
色
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
が
、

樹
木
や
山
の
周
囲
に
残
る
黒
い
部
分
は
、
肉
筆
画
の
外
隈
の
技
法
に
準
じ
た
も
の

で
あ
り
、こ
れ
で
雪
の
白
さ
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
「
105
北
の
屋
陰
」（
図

17
）
や
「
181
ふ
れ
ふ
れ
」（
図
25
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
詳
し
く
は
「
73
世

に
語
り
」（
図
57
）
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
41
五
月
五
日
」
は
、
賀
茂
の
競
馬
の
場
面
を
描
い
て
い
る
（
図
9
〜
12
）。
疾

走
す
る
二
頭
の
馬
と
樹
上
の
僧
に
つ
い
て
は
、
四
本
と
も
よ
く
似
た
図
様
で
あ
る

が
、
有
吉
本
の
挿
絵
は
見
開
き
二
頁
に
わ
た
る
通
し
絵
で
あ
り
、
馬
を
左
右
の
頁

に
描
き
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
前
方
の
馬
の
前
足
と
騎
馬
人
物
の
左
手
に
も
異
同

が
認
め
ら
れ
る
。
埒
外
の
見
物
人
に
つ
い
て
は
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫

本
は
、
後
者
が
埒
の
向
こ
う
の
右
端
の
子
供
を
欠
く
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

一
方
、
富
美
文
庫
本
は
埒
の
手
前
の
右
端
の
人
物
、
及
び
向
こ
う
側
の
後
方
の
二

人
と
そ
の
背
後
の
樹
木
を
欠
き
、
右
端
の
子
供
の
姿
態
も
「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
見
開
き
二
頁
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
最
も
異
同
が
大
き
い
の
は
有
吉
本
で
あ
り
、
埒
の
手
前
に
十
人
、
向
こ
う

側
に
九
人
の
見
物
人
を
描
い
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
す
べ
て
近
世

風
俗
に
描
き
改
め
ら
れ
て
お
り
、
姿
態
も
他
三
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

埒
の
端
を
描
く
の
も
有
吉
本
だ
け
で
あ
る
が
、そ
こ
に
も
男
が
一
人
立
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
段
で
は
兼
好
も
見
物
人
に
交
じ
っ
て
お
り
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬

左
文
庫
本
で
は
、
埒
の
向
こ
う
側
に
い
る
僧
を
兼
好
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
に
は
僧
の
姿
が
な
く
、
兼
好
の
存
在
を
無
視
し

た
図
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
53
是
も
」
は
、
稚
児
が
法
師
に
な
る
名
残
に
開
か
れ
た
酒
宴
で
、
仁
和
寺
の

僧
が
興
に
の
っ
て
足
鼎
を
被
っ
て
舞
う
場
面
を
描
い
て
い
る
（
図
13
〜
16
）。
こ

れ
も
四
本
と
も
よ
く
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
と
有
吉
本
で
は
僧
の
頭

か
ら
肝
心
の
足
鼎
が
消
え
、
袖
を
被
る
姿
に
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
本
文
か
ら

逸
脱
し
た
図
様
で
あ
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
さ
ら
に
酒
宴
の
主
役
で
あ
る
は

ず
の
稚
児
も
消
え
、
手
前
右
側
の
僧
を
小
姓
に
描
き
変
え
て
い
る
。
ま
た
、
蓬
左

文
庫
本
は
州
浜
台
を
描
く
が
、
他
三
本
で
は
酒
宴
の
料
理
が
三
宝
と
重
箱
で
供
さ

れ
て
い
る
。
建
物
に
つ
い
て
は
、
隣
室
が
覗
け
る
か
ど
う
か
で
「
な
ぐ
さ
み
草
」

と
蓬
左
文
庫
本
、
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
に
別
れ
る
が
、
畳
の
敷
き
方
は
富
美
文

庫
本
は
二
列
で
、
他
三
本
は
三
列
で
あ
る
。
し
か
し
、
縁
は
有
吉
本
の
み
榑
縁
で

あ
り
、
他
三
本
は
木
口
縁
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
異
同
が

生
じ
て
い
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
蓬
左
文
庫
本
が
最
も
独
自
性
が
強
く
、
有
吉
本

が
こ
れ
に
次
ぐ
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
四
段
を
見
る
と
「
な
ぐ
さ
み
草
」
以
下
四
本
の
図
様
は
互
い
に
極

め
て
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
同
一
の
淵
源
に
列
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
蓬
左
文
庫
本
、
富
美
文
庫
本
、
有
吉
本
は
、
他
本
に
対
し
て

そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
の
あ
る
表
現
も
有
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
て
言
え
ば
、
蓬
左
文
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庫
本
に
つ
い
て
は
「
序
つ
れ
づ
れ
」
の
兼
好
の
視
線
、「
18
人
は
」
の
「
な
り
ひ

さ
ご
」、「
53
是
も
」の
稚
児
の
欠
失
や
州
浜
台
な
ど
、富
美
文
庫
本
に
つ
い
て
は「
序

つ
れ
づ
れ
」
の
草
庵
、「
41
五
月
五
日
」
の
見
物
人
な
ど
、
有
吉
本
に
つ
い
て
は

「
18
人
は
」
の
紅
葉
、「
41
五
月
五
日
」
の
見
物
人
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に

注
目
す
る
と
、こ
の
三
本
は
い
ず
れ
も
他
本
に
は
先
行
し
得
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
は
他
三
本
と
共
通
す
る
部
分
が
比
較
的
多

く
、
四
本
の
な
か
で
は
最
も
基
幹
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
蓬
左
文
庫
本
、
富
美
文
庫
本
及
び
有
吉
本
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
に
「
な
ぐ
さ
み
草
」
を
典
拠
と
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
「
105
北
の
屋
陰
」
を
見
て
み
よ
う
（
図
17
〜
20
）。
こ
の
段
は
、
北
の

屋
陰
に
残
る
雪
が
凍
る
よ
う
な
寒
い
日
の
「
有
明
の
月
さ
や
か
」
な
る
頃
、「
御

堂
の
廊
」
で
男
女
が
「
長
押
に
尻
掛
け
て
」
語
ら
っ
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
「
長
押
」
は
地
長
押
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
は
廊
の
向
こ
う

側
の
端
に
低
い
側
壁
を
設
け
、
こ
れ
に
腰
掛
け
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
側
壁
と
男
の
腰
の
位
置
が
ず
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
中
腰

に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
な
ぐ
さ
み
草
」
で
は
、
男
の
膝
は
両
足

と
も
曲
が
っ
て
お
り
、「
尻
掛
け
て
」
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
が
、
蓬
左
文
庫

本
で
は
そ
の
点
も
曖
昧
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
有
吉
本
も
同
様
で
あ
り
、
も
は

や
座
っ
て
い
る
の
か
立
っ
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
二
本
に
比
べ
る
と

富
美
文
庫
本
は
確
か
に
「
尻
掛
け
て
」
い
る
が
、
地
長
押
で
も
側
壁
で
も
な
く
、

縁
台
の
よ
う
な
も
の
に
座
っ
て
い
る
。
以
上
の
四
本
を
見
比
べ
る
と
「
な
ぐ
さ
み

草
」
の
図
様
が
最
も
自
然
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
他
三
本
は
こ
れ
か
ら

派
生
し
、
変
容
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
建
物
は
蓬
左
文
庫
本
、

有
吉
本
、
富
美
文
庫
本
の
順
に
変
容
の
度
合
い
が
強
く
な
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
は

月
を
欠
き
、
有
吉
本
は
画
面
右
下
の
土
坡
と
雪
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
こ
れ
ら
三
本
の
間
に
転
写
関
係
を
想
定
す
る
の
は
や
は
り
困
難
で
あ
る
。
先

述
の
如
く
、
い
ず
れ
も
他
本
に
は
先
行
し
得
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、既
に
見
て
き
た
よ
う
に
「
な
ぐ
さ
み
草
」
に
対
す
る
異
同
の
中
に
は
、

他
三
本
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
二
本
に
だ
け
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。
例
え
ば
「
序
つ
れ
づ
れ
」
で
指
摘
し
た
机
の
上
の
料
紙
に
関
す
る
異
同

は
他
三
本
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
遠
山
を
描
か
な
い
の
は
蓬
左
文
庫
本
と
有

吉
本
に
共
通
す
る
異
同
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
蓬
左
文
庫
本
、
富
美
文
庫

本
及
び
有
吉
本
の
間
に
も
部
分
的
な
影
響
関
係
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
を
窺
わ
せ

る
。
次
は
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。「
137
花
は
盛
り
」は「
花

は
さ
か
り
に
、
月
は
く
ま
な
き
を
の
み
、
見
る
物
か
は
」
で
始
ま
る
長
文
の
段
で

あ
る
が
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
は
、
こ
の
冒
頭
文
か
ら
桜
花
と
満
月
、

そ
し
て
草
庵
で
脇
息
に
凭
れ
な
が
ら
そ
れ
ら
を
眺
め
る
兼
好
を
描
い
て
い
る
（
図

21
〜
22
）。
た
だ
し
「
な
ぐ
さ
み
草
」
は
花
も
月
も
画
面
上
方
の
雲
間
に
描
い
て

お
り
、
兼
好
の
実
際
の
視
界
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
蓬
左
文
庫
本
は
庭

に
も
桜
を
描
き
、
月
も
軒
よ
り
右
側
に
寄
せ
て
、
兼
好
の
視
線
を
意
識
し
た
構
成

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
桜
と
月
を
眺
め
る
場
面
で
あ
る
こ
と

に
か
わ
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
の
い
う
「
月
」
は
仲
秋
の
名
月
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
は
桜
を
眺
め
る
春
の
場
面
と
月
を
眺
め
る
秋
の
場
面
を
異
時
同
図
的
に
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合
成
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
は
桜
花
だ
け
を

描
き
、月
を
描
い
て
い
な
い（
図
23
〜
24
）。
こ
れ
は
描
き
落
と
し
と
い
う
よ
り
も
、

こ
の
二
本
が
意
図
的
に
春
景
だ
け
を
選
択
し
た
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。な
お
、

建
物
に
つ
い
て
も
「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
に
共
通
性
が
あ
り
、
富
美
文

庫
本
と
有
吉
本
は
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
同
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
「
141
悲
田
院
」
で
は
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
は
建
物
を
斜
投

影
法
で
描
い
て
い
る
が
、
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
は
不
等
測
投
影
法
を
用
い
て
い

る
。
同
様
の
こ
と
は「
181
ふ
れ
ふ
れ
」に
つ
い
て
も
言
え
る（
図
25
〜
28
）。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
富
美
文
庫
本
は
他
本
が
御
簾
を
描
く
と
こ
ろ
を
蔀
に
描
き
か
え
て
い
る

の
で
、
こ
の
点
で
は
有
吉
本
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
及
び
蓬
左
文
庫
本
の
方
に
近
似

す
る
。
し
か
し
、
蔀
を
上
下
に
描
き
分
け
て
い
る
の
は
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
だ

け
で
あ
る
。
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
共
通
性
は
、
両
者

の
図
様
に
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
蓬
左
文
庫
本
と
有
吉
本
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
「
序
つ
れ
づ
れ
」
の
遠

山
の
省
略
や
「
53
是
も
」
の
足
鼎
の
欠
失
が
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
富
美
文
庫
本

と
蓬
左
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
共
通
す
る
異
同
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
が
、

強
い
て
言
え
ば
「
99
堀
川
相
国
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
29
〜
32
）。「
な
ぐ
さ
み
草
」

と
有
吉
本
は
画
面
左
上
に
廊
か
縁
の
よ
う
な
建
物
の
一
部
を
描
い
て
い
る
が
、
富

美
文
庫
本
と
蓬
左
文
庫
本
は
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
美
文

庫
本
は
屋
根
を
檜
皮
葺
と
し
、
画
面
左
下
の
二
棟
の
屋
根
を
欠
く
な
ど
独
自
の
変

容
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
と
の
間
に
関
連
を
想
定
す

る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。し
た
が
っ
て
影
響
関
係
を
想
定
し
得
る
の
は
、

こ
こ
で
は
富
美
文
庫
本
と
有
吉
本
、蓬
左
文
庫
本
と
有
吉
本
の
間
だ
け
で
あ
る
が
、

三
本
共
通
の
段
に
は
、
富
美
文
庫
本
と
蓬
左
文
庫
本
に
共
通
す
る
異
同
が
見
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

さ
て
、
四
本
を
比
較
し
た
結
果
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、

富
美
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
特
に
建
物
に
関
す
る
独
自
の
異
同
が
多
い
こ
と
に
気

づ
く
。「
序
つ
れ
づ
れ
」（
図
3
）
の
よ
う
な
一
部
変
更
は
十
五
段
に
、
ま
た
「
105

北
の
屋
陰
」（
図
19
）
の
よ
う
な
建
物
の
一
部
省
略
は
七
段
に
見
ら
れ
る
（
表
3

参
照
）。
こ
の
傾
向
は
次
の
三
本
共
通
の
段
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
富
美
文

庫
本
全
体
に
わ
た
る
特
徴
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
有
吉
本
も
独
自
の
異
同
が
極
め
て
多
い
が
、
こ
ち
ら
は
建
物
や
樹
木
を

描
き
加
え
る
な
ど
、
総
じ
て
華
や
か
に
な
る
傾
向
が
あ
る（
16
）。

先
述
の
霞
の
装
飾
的

な
表
現
も
こ
れ
を
増
長
す
る
。
特
に
四
十
八
図
の
う
ち
六
図
が
見
開
き
の
通
し
絵

で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
41
五
月
五
日
」
の
よ
う
に
「
な
ぐ
さ

み
草
」
の
図
様
を
引
き
伸
ば
し
、人
物
を
増
や
す
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
171
貝
を
」
で
は
、
左
頁
の
貝
合
に
興
じ
る
五
人
の
女
房
た
ち
は
他
三
本
と

ほ
ぼ
同
じ
図
様
で
あ
る
が
、
右
頁
に
は
全
く
別
の
図
様
が
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る

（
図
33
〜
36
）。そ
こ
で
は
女
房
三
人
の
艶
や
か
な
立
姿
と
庭
の
松
梅
が
相
俟
っ
て
、

一
際
華
や
か
な
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
図
様
の
追
加
に
伴
い
左
頁
の

建
物
に
も
変
更
が
生
じ
て
い
る
が
、
富
美
文
庫
本
は
こ
れ
を
反
転
し
た
よ
う
な
構

図
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
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（
二
）
三
本
共
通
の
段

　

富
美
文
庫
本
の
挿
絵
七
十
五
段
の
う
ち
「
な

ぐ
さ
み
草
」
及
び
蓬
左
文
庫
本
と
共
通
す
る

も
の
は
四
十
段
で
あ
る
（
表
4
）。
こ
こ
で
は
、

そ
の
中
か
ら
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
を
幾
つ
か

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
「
な
ぐ
さ
み
草
」
に
対
し
、
富
美
文
庫

本
と
蓬
左
文
庫
本
に
共
通
す
る
異
同
が
あ
る
段

を
見
て
み
よ
う
。「
33
今
の
内
裏
」
は
、
新
内

裏
を
御
覧
に
な
っ
た
玄
輝
門
院
が「
櫛
形
の
穴
」

の
形
の
誤
り
を
指
摘
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

「
櫛
形
の
穴
」
は
清
涼
殿
の
母
屋
と
殿
上
の
間

の
間
の
壁
に
設
け
ら
れ
た
連
子
窓
の
こ
と
で
あ

り
、「
丸
く
縁
も
な
」
か
っ
た
も
の
が
、「
葉
の

入
り
て
、
木
に
て
縁
を
し
た
」
も
の
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
な
ぐ
さ
み
草
」
は

院
が
誤
っ
た
形
の
窓
を
指
さ
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
描
い
て
い
る
が
、
富
美
文
庫
本
と
蓬
左
文
庫

本
の
壁
に
は
襖
絵
の
よ
う
な
文
様
が
描
か
れ
る

だ
け
で
、
肝
心
の
窓
が
見
あ
た
ら
な
い
（
図
37

〜
39
）。
後
の
二
本
が
本
文
か
ら
逸
脱
し
た
図

様
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
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表 3　「徒然草」挿絵の異同（四本共通の段）

序

8
18
22
41
45

53

59
66
87
90
99
105
114
128
134
137
141
144
162

171

173
175
181
195
206

218

225

240

1

7
14
19
35
39

46

48
52
62
64
70
76
81
89
91
93
96
97
104

105

106
107
111
119
122

129

132

140

1

5
9
11
15
16

21

23
25
32
33
38
41
44
48
49
50
51
52
54

55

56
57
59
63
65

69

71

75

1

4
6
7
⑩
11

13

14
15
⑱
19
21
22
24
26
27
28
29
30
33

34

35
36
38
40
42

44

45

48

章段

・「なぐさみ草」に対する異同のうち主要なものを記した。
・各作品欄の数字は作品ごとに付した挿絵の通し番号である。
・※は不等測投影法と斜投影法の異同を示す。

本文冒頭 蓬左文庫本 富美文庫本 有吉本

つれづれ

世の人の
人は
何事も
五月五日
公世の

是も

大事を
岡本関白
下部に酒
大納言
堀川相国
北の屋陰
今出川の
雅房
高倉院の
花は盛り
悲田院
栂の尾の
遍照寺の

貝を

小野小町
世には
ふれふれ
ある人
徳大寺

狐は人に

多久資が

しのぶの

前方を見る、文
字有、遠山無

ひさご無

1人減

稚児無、鼎無、
州浜台

1人減

建物一部省略
月無
遠山無

庭に桜有

1人減

松無

建物一部変更※･省略、
文字有
桶移動、樹木一部省略
建物一部変更
建物一部変更（御簾を蔀に）
3人減（僧無）
建物一部省略

建物一部変更

建物一部変更
建物一部変更
遠山無
稚児移動
建物一部省略
建物一部変更･省略
1人減
建物一部省略、土坡･樹木有
建物一部変更※
月無
建物一部変更※
松無
建物一部省略

建物一部変更

松無
建物一部変更※
刀無、松移動、田一部変更
建物一部変更

建物一部変更・省略

左手を伸ばす、
建物一部変更
建物一部変更

文字有、遠山無

柳に変更、遠山無
水に手が届かない、紅葉
稚児を大人に
11 人増（近世風俗、僧無）
頭に被り物、杖なし

鼎無、建物一部変更

人物一部異同

2人増、遠山無

雪無
柳有、遠山無
建物一部変更※、松有
僧左右反転、棕櫚有
月無、建物一部変更
建物一部変更※･省略

塀と松有
3人増、建物一部変更、
松梅有
杖無
樹木変更
建物一部変更※
田一部変更
建物一部変更、松無
刀を振り上げる、
建物一部変更、塀有

建物一部変更

建物一部変更※
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「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
の
正
当
性
、
ひ
い
て
は
先
行
性
が
立
証
さ
れ
る
が
、
そ

れ
と
と
も
に
他
二
本
が
「
逸
脱
し
た
図
様
」
を
共
有
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。

　

ま
た
「
101
あ
る
人
」
で
は
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
建
物
は
不
等
測
投
影
法
で
描

か
れ
て
い
る
が
、
他
二
本
で
は
斜
投
影
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
右
の
二
例
は
、

富
美
文
庫
本
と
蓬
左
文
庫
本
の
間
に
図
様
上
の
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
二
例
で
は
、
蓬
左
文
庫
本
は
問
題
と
し
た
点
以
外
は
「
な
ぐ

さ
み
草
」
と
ほ
ぼ
同
じ
図
様
で
あ
る
が
、
富
美
文
庫
本
は
他
に
も
多
く
の
異
同
が

生
じ
て
い
る
。「
33
今
の
内
裏
」
で
は
部
屋
が
狭
く
な
り
、
そ
の
た
め
院
が
指
さ

す
先
が
壁
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
画
面
右
下
の
屋
根
も
省
略
さ
れ
て
い

る
。「
101
あ
る
人
」
で
も
画
面
右
下
の
門
が
省
略
さ
れ
、
か
わ
り
に
樹
木
が
描
か

表 4　「徒然草」挿絵の異同（三本共通の段）

2
6
11
14
19-1
23
27
33
48
49
51
52
54
61
67
69
80
86
92
93
95
96
101
102
106
109
119
121
124
152
180
183
188
191
209
214
216
227
231
237

章段 本文冒頭 蓬左文庫本 富美文庫本
3
6
10
12
15
20
23
28
41
45
44
45
47
50
53
55
59
61
65
66
68
69
72
73
77
79
84
86
87
99
110
112
115
117
124
126
128
133
135
138

・「なぐさみ草」に対する異同にうち主要なものを記した。
・各作品欄の数字は作品ごとに付した挿絵の通し番号である。
・※は不等測投影法と斜投影法の異同を示す。

いにしへ
我身の
神無月の
和歌こそ
折節の
おとろへ
御国譲り
今の内裏
みつちか
老きたり
亀山殿の
仁和寺に
御室に
御産の時
賀茂の
書写の
人ごとに
惟継
ある人
牛をうる
箱の
めなもみ
ある人
尹大納言
髙野の
高名の
鎌倉の海
やしなひ
是法法師
西大寺
左義長
人つく牛
ある者子
夜に入て
人の田を
想夫恋
最明寺
六時礼讃
園の別当
やない箱

1人増､墓石に変更
実有
女に皺有､脚絆無
1人減
1人減

窓無

水車に不備有

1人減

建物一部変更※

脚絆無
79 木のぼり男振り向く

僧左右反転､草庵に変更

建物一部変更

2
4
6
8
10
12
13
14
17
18
19
20
22
24
26
27
30
31
34
35
36

39
40
42
43
45
46
47
53
58
60
61
62
66
67
68
72
73
74

建物一部変更
牛車移動
建物一部変更､岩無
杖有､柴垣移動､棚･桶無
女を男に､鶯無
1人減､建物一部変更
落花無､建物一部変更･省略
窓無､建物一部変更･省略
建物一部省略
18 建物一部変更･省略

建物一部変更※･省略

建物一部省略､風景有
建物一部省略
荷無
建物一部変更
建物一部変更・省略

建物一部省略
建物一部変更

建物一部変更※･省略
建物一部省略
脚絆無
木のぼり男の顔が見える
岸と草有
建物一部変更･省略
47 建物一部変更
建物一部省略
建物一部変更
犬が座る
建物一部省略
建物一部変更※
田一部変更

建物一部省略
1人減
建物一部変更
建物一部変更

表 5　「徒然草」挿絵の異同（二本共通の段）

4
13
73
79
203
221

章段 本文冒頭 富美文庫本
3
7
28
29
64
70

・「なぐさみ草」に対する異同にうち主要なものを記した。
・各作品欄の数字は作品ごとに付した挿絵の通し番号である。

後の世の
ひとり灯
世に語り
何事にも
勅勘の所
健治弘安

数珠なし、建物一部変更、樹木一部省略
建物一部省略（竹の縁）
雪なし
土坡･樹木を加える
建物一部変更
樹木一部省略
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れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
建
物
の
一
部
変
更
あ
る
い
は
省
略
は
、
三
本
共
通
の

段
で
も
散
見
さ
れ
、
一
部
変
更
は
十
七
段
に
認
め
ら
れ
る
（
表
4
参
照
）。
例
え

ば
「
27
御
国
譲
り
」
で
は
御
簾
や
蔀
、
高
欄
の
表
現
に
異
同
が
生
じ
る
程
度
で
あ

る
が
（
図
40
〜
42
）、「
52
仁
和
寺
の
」
で
は
斜
投
影
法
の
建
物
を
不
等
測
投
影
法

に
描
き
か
え
、「
191
夜
に
入
て｣

で
は
そ
の
逆
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
86
惟
継
」

で
は
吹
抜
屋
台
を
屋
根
の
あ
る
建
物
に
描
き
か
え
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
建
物

の
奥
が
見
え
な
く
な
り
、
却
っ
て
す
っ
き
り
し
た
よ
う
に
見
え
る
（
図
43
〜
45
）。

さ
ら
に｢

237
や
な
い
箱
」
で
は
、
人
物
の
配
置
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
建
物
の
構
造
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（
図
46
〜
48
）。
一
方
、
建
物

の
一
部
省
略
は
十
五
段
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば「
93
牛
を
売
る
」や「
102
尹
大
納
言
」

で
は
背
後
の
建
物
が
、「
152
西
大
寺
」
や
「
188
あ
る
者
子
」
で
は
塀
の
中
の
建
物
が
、

「
216
最
明
寺
入
道
」
で
は
門
と
塀
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
先
述
の
「
27
御

国
譲
り
」
で
は
画
面
上
方
に
遠
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
屋
根
が
、「
86
惟
継
」

で
は
画
面
右
下
の
門
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
図
の
中
で
変
更
と

省
略
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
る
段
も
多
い
。

　

次
に
、人
物
に
関
す
る
異
同
で
は「
23
お
と
ろ
へ
」が
注
目
さ
れ
る（
図
49
〜
51
）。

こ
こ
に
は
、
御
所
で
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
「
諸
司
の
下
人
ど
も
」
が
「
し

た
り
顔
に
馴
れ
た
る
」
様
子
で
待
っ
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。「
な
ぐ
さ

み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
は
よ
く
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
後
者
で
は
榻
に
も
た
れ
て

眠
る
稚
児
が
一
人
欠
け
て
い
る
。
富
美
文
庫
本
で
は
、
こ
の
稚
児
は
描
か
れ
て
い

る
が
、
か
わ
り
に
牛
車
の
前
の
二
人
が
消
え
、
沓
の
傍
ら
に
座
る
二
人
の
男
も
姿

形
の
異
な
る
一
人
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
富
美
文
庫
本
は
こ
こ
で
も
建
物

の
異
同
が
目
立
ち
、
画
面
上
方
は
全
く
別
の
図
様
に
な
り
、
画
面
右
下
の
門
も
消

え
て
塀
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
文
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
も
挙
げ
た
「
27
御
国
譲
り
」
で
あ

る
（
図
40
〜
42
）。
こ
の
段
は
、
新
帝
の
御
代
に
な
り
、
新
院
の
御
所
の
庭
は
掃

き
清
め
る
人
も
い
な
く
て
桜
花
が
散
り
敷
い
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。「
な
ぐ

さ
み
草
」
と
蓬
左
文
庫
本
は
、
後
者
が
上
蔀
を
欠
く
以
外
は
よ
く
似
た
図
様
で
あ

り
、
庭
に
は
落
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
富
美
文
庫
本
の
庭
に
は
落
花

は
な
く
、
本
文
を
無
視
し
た
図
様
に
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
「
41
五
月
五
日
」
に

お
け
る
僧
の
欠
如
と
と
も
に
、
富
美
文
庫
本
の
性
格
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る

表
現
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
蓬
左
文
庫
本
に
独
自
の
異
同
が
見
ら
れ
る
例
を
見
て
お
こ
う
。「
6

我
身
の
」
は
子
孫
が
な
い
こ
と
を
よ
し
と
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、「
な
ぐ
さ

み
草
」
と
富
美
文
庫
本
は
こ
れ
と
は
関
係
な
く
五
輪
塔
を
拝
す
る
男
を
描
い
て
い

る
（
図
52
・
54
）。
と
こ
ろ
が
、
蓬
左
文
庫
本
は
五
輪
塔
を
墓
石
に
か
え
、
そ
の

傍
ら
に
男
を
一
人
描
き
添
え
て
い
る
（
図
53
）。
本
文
中
に
あ
る
「
聖
徳
太
子
の

御
墓
」
か
ら
連
想
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
大
胆
な
変
容
で
あ
る
。
な
お
、
富

美
文
庫
本
で
は
牛
車
の
位
置
が
左
に
移
動
し
、
人
物
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
「
124
是
法
法
師
」
は
、
是
法
の
「
明
暮
念
仏
し
て
、
安
ら
か
に
世
を
過
ぐ

す
有
様
」
が
理
想
的
だ
と
い
う
話
で
あ
り
、
室
内
で
念
仏
を
唱
え
る
是
法
の
姿
を

描
い
て
い
る
。「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
富
美
文
庫
本
は
よ
く
似
た
図
様
で
あ
り
、
前

者
が
瓦
葺
、
後
者
が
檜
皮
葺
と
い
う
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
立
派
な
建
物

の
中
で
念
仏
す
る
是
法
を
描
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
質
素
な
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草
庵
に
な
り
、
是
法
自
身
も
左
右
反
転
し
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
本
は
、
富
美
文
庫

本
や
有
吉
本
に
比
べ
る
と
「
な
ぐ
さ
み
草
」
に
対
す
る
異
同
が
少
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
顕
著
な
例
も
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）
二
本
共
通
の
段

　

富
美
文
庫
本
の
挿
絵
七
十
五
段
の
う
ち
「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
の
み
共
通
す
る
も

の
は
六
段
で
あ
る
（
表
5
）。
こ
こ
で
は
「
4
後
の
世
の
」「
73
世
に
語
り
」
及
び

「
79
何
事
も
」
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
4
後
の
世
の
」
は
「
後
の
世
の
こ
と
心
に
わ
す
れ
ず
、
仏
の
道
う
と
か
ら
ぬ
、

心
に
く
し
」
が
全
文
で
あ
り
、
挿
絵
に
は
仏
道
に
精
進
す
る
様
と
い
う
こ
と
で
、

寺
院
に
詣
で
る
男
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
55
・
56
）。
建
物
の
異
同
は
さ
て
お
き
、

こ
こ
で
は
男
の
右
手
に
注
目
し
て
み
よ
う
。「
な
ぐ
さ
み
草
」
で
は
長
い
数
珠
を

持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
富
美
文
庫
本
で
は
何
も
持
っ
て
い
な
い
。
文
意
か
ら
は

「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
の
方
が
適
切
で
あ
り
、
こ
れ
は
富
美
文
庫
本
の
描
き
落

と
し
と
思
わ
れ
る
。

　
「
73
世
に
語
り
」
は
空
言
に
つ
い
て
の
所
見
を
述
べ
る
段
で
あ
る
が
、「
な
ぐ
さ
み

草
」
は
本
文
に
は
言
及
の
な
い
雪
の
積
も
っ
た
芭
蕉
を
描
い
て
い
る
（
図
57
）。
雪

の
表
現
に
つ
い
て
は
「
18
人
は
」（
図
5
）
で
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
最
も
よ
く
わ
か

る
の
は
「
31
雪
の
面
白
」（
図
59
）
で
あ
る
。
こ
の
段
は
、
雪
の
降
っ
た
朝
、
人
の

許
に
文
を
送
る
と
い
う
話
で
あ
り
、
画
面
に
は
文
を
手
に
し
た
使
い
の
稚
児
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
の
足
元
は
版
面
を
完
全
に
削
り
取
っ
た
空
白
で
雪
の
白
さ
を
表
し
て

い
る
が
、
背
後
の
松
竹
は
周
囲
を
わ
ず
か
に
白
く
す
る
だ
け
で
、
後
は
ま
る
で
彫
り

忘
れ
た
か
の
よ
う
な
墨
面
に
埋
も
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
こ
れ
を
外
隈

と
見
な
せ
ば
、
松
竹
に
も
、
ま
た
背
後
の
遠
山
に
も
雪
が
積
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
73
世
に
語
り
」
の
芭
蕉
の
周
囲
の
墨
面
も
同
様
の
表
現
で
あ
る
。

　

で
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
は
雪
の
積
も
っ
た
芭
蕉
で
何
を
表
そ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
文
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
場
面
を
正
確
に
読
み
解
い
た

の
は
島
内
裕
子
氏
で
あ
る（
17
）。

島
内
氏
は
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
」
に
つ

い
て
の
言
及
の
中
で
、西
野
春
雄
氏
が
謡
曲
『
芭
蕉
』
の
「
雪
の
う
ち
の
芭
蕉
の
、

偽
れ
る
姿
と
聞
え
し
は
」
と
い
う
一
節
に
「
唐
の
詩
人
・
画
家
の
王
摩
詰
が
画
材

の
季
節
に
拘
泥
せ
ず
雪
中
の
芭
蕉
を
描
い
た
故
事
か
ら
、
誠
な
ら
ぬ
事
の
譬
え（
18
）」

と
い
う
脚
注
を
付
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
場
面
を
本
文
冒
頭
の
「
世
に

語
り
伝
ふ
る
こ
と
、
ま
こ
と
は
あ
い
な
き
に
や
、
多
く
は
皆
虚
言
な
り
」
の
絵
画

化
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
解
釈
は
誠
に
慧
眼
で
あ
っ
た
が
、
肝
心
の
「
な
ぐ

さ
み
草
」
の
絵
に
つ
い
て
は
「
た
だ
し
そ
の
図
柄
を
み
た
だ
け
で
は
こ
の
植
物
を

芭
蕉
と
特
定
す
る
の
は
難
し
く
、
雪
も
描
か
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ

れ
が
芭
蕉
で
あ
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
雪
の
表
現
に
つ
い
て
は
全
く

理
解
し
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
で
斎
宮
歴
史
博
物
館
本
が
「
芭
蕉
の
葉
に
も
地
面

に
も
、
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
」
さ
ま
を
描
い
て
い
る
の
を
「『
な
ぐ
さ
み
草
』

の
挿
絵
を
使
い
な
が
ら
も
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
例
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
斎
宮
歴
史
博
物
館
本
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」

を
正
確
に
写
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
「
雪
中
芭
蕉
」
に
つ
い
て
少
し
補
足
す
る
と
、
こ
れ
は
『
夢
渓
筆
談
』
に

収
録
さ
れ
る
王
維
（
摩
詰
）
の
故
事
を
出
典
と
す
る（
19
）。

唐
の
張
彦
遠
が
、
王
維
は
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四
時
を
問
わ
ず
桃
・
杏
・
芙
蓉
・
蓮
花
を
一
図
に
描
く
と
い
い
、
自
分
が
所
蔵
す

る
「
袁
安
臥
雪
図
」
に
は
「
雪
中
芭
蕉
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
王
維
が

「
心
に
得
て
、
手
に
応
じ
て
」
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
評
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
「
空
言
」
の
意
味
は
な
い
が
、
本
来
は
熱
帯
地
方
の
植
物
で
あ
る
芭
蕉

と
雪
の
取
り
合
わ
せ
が
、
い
つ
し
か
「
誠
な
ら
ぬ
事
の
譬
え
」
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
雪
中
芭
蕉
」
は
日
本
で
も
実
際
に
画
題
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、少
し
下
る
が
『
墨
水
画
塵
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（
20
）。

　

さ
て
、
本
題
に
戻
っ
て
富
美
文
庫
本
を
見
る
と
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
と
ほ
ぼ
同

形
の
芭
蕉
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
葉
は
青
々
と
茂
り
、
雪
は
積
も
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
富
美
文
庫
本
の
絵
師
も
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
雪
の
表
現
を
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
後
に
「
79
何
事
も
」
は
、
何
事
に
も
出
し
ゃ
ば
ら
な
い
の
が
よ
い
と
い
う
話

で
あ
る
。
両
本
と
も
挿
絵
に
は
「
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
」
の
三
猿
を

描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
文
の
最
後
に
「
か
な
ら
ず
口
重
く
、
問
は
ぬ
限
り
は

言
は
ぬ
こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
あ
る
の
か
ら
連
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
図
60
・

61
）。
猿
の
図
様
は
よ
く
似
て
い
る
が
、「
な
ぐ
さ
み
草
」
は
画
面
の
上
下
に
雲
霞

を
表
す
だ
け
で
一
切
の
背
景
を
捨
象
し
て
い
る
の
に
対
し
、
富
美
文
庫
本
は
猿
の

後
方
に
土
坡
と
樹
木
を
描
き
添
え
て
い
る
。「
な
ぐ
さ
み
草
」
が
現
実
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
非
日
常
的
な
世
界
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
対
し
、
富
美
文
庫
本
は
三
猿
を

自
然
の
風
景
の
中
で
捉
え
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
建
物
に
関
し
て
は
一
部
を

省
略
す
る
こ
と
の
多
い
富
美
文
庫
本
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
風
景
を
描
き
加
え
て
い

る
の
が
珍
し
く
思
わ
れ
る
。

（
四
）
比
較
結
果

　

さ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
な
ぐ
さ
み
草
」、
蓬
左
文
庫
本
、
富
美
文
庫
本
及

び
有
吉
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
同
一
の
淵
源
に
列
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

四
本
の
中
で
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
に
最
も
先
行
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
他
の
三
本
は
こ
れ
を
典
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
に
至
っ
た
。
こ

の
結
果
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
刊
行
年
が
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
で
あ
る
こ
と
、

及
び
蓬
左
文
庫
本
が
新
君
（
一
六
五
四
―
九
二
）
の
蔵
書
と
し
て
伝
来
し
た
こ
と

と
も
年
代
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
蓬
左
文
庫
本
、
富
美
文
庫
本

及
び
有
吉
本
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
異
同
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
一
方

的
な
転
写
関
係
は
想
定
し
得
な
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
一
部
に
は
相
互
に
共

通
す
る
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
部
分
的
な
影
響
関
係
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
奈
良
絵
本
三
本
の
特
徴
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
表
3
・
4
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
三
本
の
中
で
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
に
最
も
忠
実
な
の
は

蓬
左
文
庫
本
で
あ
る
。
し
か
し
「
序
つ
れ
づ
れ
」
の
兼
好
の
視
線
（
図
2
）、「
6

我
身
の
」
の
墓
（
図
53
）、「
124
是
法
法
師
」
の
草
庵
な
ど
、
単
独
の
異
同
は
極
め

て
独
自
性
の
強
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
落
差
の
大
き
さ
が
興
味
深
く
思
わ

れ
る
。
な
お
、
中
野
氏
は
蓬
左
文
庫
本
が
「
な
ぐ
さ
み
草
」
に
先
行
す
る
可
能
性

を
示
唆
さ
れ
て
い
る
が（
21
）、

そ
う
考
え
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

　

逆
に
、
三
本
の
中
で
最
も
異
同
が
大
き
い
の
は
有
吉
本
で
あ
る
。
通
し
絵
六
図

に
お
け
る
図
様
の
増
殖
は
も
と
よ
り
、
他
の
段
で
も
建
物
や
樹
木
を
描
き
加
え
る
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こ
と
が
多
い（
22
）。

ま
た
「
18
人
は
」
で
は
、
本
文
の
季
節
を
無
視
し
て
ま
で
紅
葉
を

描
い
て
い
る（
図
8
）。人
物
に
つ
い
て
は「
218
狐
は
人
に
」の
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。

夜
、
三
匹
の
狐
に
襲
わ
れ
た
下
法
師
が
「
刀
を
抜
き
て
こ
れ
を
防
ぐ
」
と
い
う
場

面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、他
三
本
は
い
ず
れ
も
刀
を
下
に
構
え
て
い
る
の
に
対
し
、

有
吉
本
は
頭
上
に
振
り
か
ざ
し
て
お
り
、
派
手
な
立
ち
回
り
を
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
有
吉
本
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
を
基
調
と
し
な
が
ら

も
、
建
物
や
周
囲
の
風
景
、
あ
る
い
は
人
物
の
表
現
に
何
ら
か
の
手
を
加
え
て
お

り
、
一
工
夫
凝
ら
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

富
美
文
庫
本
も
異
同
の
多
い
作
品
で
あ
り
、
特
に
建
物
に
つ
い
て
は
変
更
や
省

略
が
多
い
。
概
し
て
画
面
を
簡
素
化
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
分
、
画
面
は
す

っ
き
り
し
た
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
と
の
関
係
で
は
、「
27
御
国
譲
り
」
の

落
花
、「
33
今
の
内
裏
」
の
窓
、「
41
五
月
五
日
」
の
僧
（
兼
好
）
及
び
「
73
世
に

語
り
」
の
雪
な
ど
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
意
を
理
解
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る

表
現
が
見
ら
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
同
じ
こ
と
は
蓬
左
文
庫
本
や
有
吉
本
に
も

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
「
な
ぐ
さ
み
草
」
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ

せ
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

結
語

　

本
稿
で
は
、
富
美
文
庫
本
の
挿
絵
の
図
様
を
「
な
ぐ
さ
み
草
」、
蓬
左
文
庫
本

及
び
有
吉
本
と
比
較
し
、
こ
れ
ら
四
本
の
中
で
は
「
な
ぐ
さ
み
草
」
の
図
様
に
最

も
先
行
性
が
あ
る
こ
と
、
他
三
本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
い
る

こ
と
、
た
だ
し
部
分
的
に
は
相
互
に
影
響
関
係
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
奈
良
絵
本
三
本
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
も
簡

単
に
言
及
し
た
が
、
富
美
文
庫
本
を
中
心
と
し
た
た
め
、
こ
れ
に
描
か
れ
て
い
な

い
段
に
つ
い
て
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
稿

で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
作
品
も
含
め
、
改
め
て
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

ま
た
「
な
ぐ
さ
み
草
」
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
点
は
多
々
あ
り
、
特
に
「
73
世
に

語
り
」
や
「
79
何
事
も
」
の
よ
う
な
機
知
的
な
場
面
選
定
が
面
白
く
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
選
定
の
問
題
と
と
も
に
図
様
の
淵
源
な
ど
も
総
合
的

に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
富
美
文
庫
本
は
、
現
存
す
る
奈
良
絵
本
「
徒
然
草
」
の
中
で
は
蓬
左
文

庫
本
に
次
ぐ
七
十
五
図
と
い
う
多
数
の
挿
図
を
有
す
る
点
で
極
め
て
貴
重
な
作
品

で
あ
る
。「
な
ぐ
さ
み
草
」に
対
す
る
異
同
が
多
い
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
却
っ
て
そ
の
希
少
価
値
を
高
め
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿

で
は
図
様
の
比
較
に
の
み
終
始
し
、
絵
画
様
式
な
ど
他
の
問
題
に
言
及
す
る
余
裕

が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
注
）

　（
1
）「
な
ぐ
さ
み
草
」
八
冊
は
松
永
貞
徳
（
一
五
七
一
―
一
六
五
三
）
の
講
釈
を
も
と
に
成

立
し
た
「
徒
然
草
」
の
注
釈
書
で
あ
り
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
日

本
古
典
文
学
会
編
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
28
・
29　

な
ぐ
さ
み
草
上
・
下
』（
貴
重

本
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）
所
収
。

（
2
）
中
野
雅
之
「
徒
然
草
の
世
界
」『
特
別
展
図
録　

兼
好
と
徒
然
草
』
神
奈
川
県
立
金
沢
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文
庫
、一
九
九
四
年
九
月
、一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
。
齋
藤
彰「
徒
然
草
版
本
の
挿
絵
史（
一
）」

『
学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
』
七
三
八
号
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
二
頁
。

（
3
）こ
れ
ま
で
に
富
美
文
庫
本
に
言
及
し
た
も
の
は
次
の
一
点
だ
け
で
あ
る
。塩
出
貴
美
子
・

中
部
義
隆
・
宮
崎
も
も
『
江
戸
時
代
の
絵
入
本
及
び
絵
巻
の
調
査
研
究
―
新
出
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
調
査
を
中
心
と
し
て
―
（
平
成
十
九
―
二
十
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

成
果
報
告
書
）』
二
〇
〇
九
年
三
月
。

（
4
）
注
3
掲
載
書
、
塩
出
論
文
参
照
。

（
5
）
弘
文
荘
編
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
：for W

indow
s 95/98

』（C
D

-R
O

M

版
）
八
木
書
店
、

一
九
九
八
年
。

（
6
）
注
2
掲
載
書
。

（
7
）
齋
藤
彰
「
徒
然
草
版
本
の
挿
絵
史
（
一
）
〜
（
十
三
）」『
学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
』

七
三
八
号
か
ら
七
六
九
号
ま
で
の
う
ち
十
三
号
に
掲
載
、
二
〇
〇
二
年
一
月
〜
二
〇
〇
四

年
十
一
月
。

（
8
）島
内
裕
子
、1「
描
か
れ
た
徒
然
草
」、2「
徒
然
草
屏
風
の
研
究
―『
熱
田
屏
風
』と『
上

杉
屏
風
』
―
」、3
「
新
出
資
料
『
徒
然
草
淡
彩
色
紙
』（
全
二
十
九
葉
）
の
紹
介
と
研
究
」、

4
「
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵
『
徒
然
草
絵
巻
』（
全
五
十
三
図
）
の
紹
介
と
研
究
」『
放

送
大
学
研
究
年
報
』
二
十
二
〜
二
十
五
号
、
二
〇
〇
四
〜
〇
七
年
。

（
9
）
有
吉
保
編
著
『
徒
然
草　

詳
密
彩
色
大
和
絵
本
上
・
下
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年

六
月
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
、
注
8
掲
載
島
内
論
文
3
が
「
有
吉
本
」
と
呼
称
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
に
従
う
。

（
10
）
注
2
掲
載
書
。

（
11
）
工
藤
早
弓
『
奈
良
絵
本
・
下
』
紫
紅
社　

二
〇
〇
六
年
十
月
。

（
12
）『
青
山
短
期
大
学
所
蔵
品
図
録　

第
一
輯
』（
大
阪
青
山
短
期
大
学
、一
九
九
二
年
十
月
）

掲
載
、
図
版
番
号
191
。
作
品
解
説
に
は
「
江
戸
時
代
初
〜
中
期
頃
に
な
る
『
徒
然
草
』
の

縦
型
奈
良
絵
本
の
詞
書
三
十
四
枚
、挿
絵
三
十
八
枚
を
、箔
押
台
紙
に
貼
り
つ
け
た
屏
風
。」

と
あ
る
。

（
13
）『
蓬
左
文
庫　

歴
史
と
蔵
書
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
、
二
〇
頁
。

（
14
）
注
2
掲
載
中
野
論
文
、
一
〇
一
頁
。

（
15
）
注
2
掲
載
齋
藤
論
文
、
二
頁
。

（
16
）
建
物
を
描
き
加
え
る
例
に
は
「
162
遍
照
寺
の
」
や
「
218
狐
は
人
に
」
が
あ
り
、
ま
た

樹
木
を
描
き
加
え
る
例
に
は
「
114
今
出
川
の
」
の
柳
、「
134
高
倉
院
の
」
の
棕
櫚
、「
162
遍

照
寺
」
の
松
な
ど
が
あ
る
。

（
17
）
注
8
掲
載
島
内
論
文
１
、一
二
八
（
一
九
）
―
一
二
七
（
二
〇
）
頁
。

（
18
）
西
野
春
雄
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
57　

謡
曲
百
番
』
岩
波
書
店
、一
九
九
八
年
三
月
、

二
〇
八
頁
。

（
19
）『
夢
渓
筆
談
』
は
宋
の
沈
括
（
一
〇
三
一
―
九
五
）
の
晩
年
の
随
筆
で
あ
る
。
そ
の
巻

十
七
の
二
葉
表
に「
如
彦
遠
畫
評
言
、王
維
画
物
、多
不
問
四
時
。
如
画
花
、往
往
以
桃
・
杏
・

芙
蓉
・
蓮
花
、
同
画
一
景
。
予
家
所
蔵
、
摩
詰
画
袁
安
臥
雪
図
、
有
雪
中
芭
蕉
。
此
乃
得

心
応
手
、
意
到
便
成
。
故
造
理
入
神
、
廻
得
天
意
。
此
難
可
與
俗
人
論
也
。」
と
あ
る
（
句

読
点
は
塩
出
に
よ
る
）。
宋
沈
括
撰
『
元
刊
夢
渓
筆
談
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
年
。

（
20
）『
墨
水
畫
塵
』
は
上
杉
墨
水
に
よ
る
画
題
解
説
書
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
刊

行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
「
雪
中
芭
蕉
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
筆
談
云
、
唐
王
維
畫

物
多
不
問
四
時
、
如
畫
花
往
往
以
桃
杏
芙
蓉
蓮
花
同
畫
一
景
、
畫
袁
安
収
雪
圖
有
雪
中
芭

蕉
云
々
。
和
漢
雪
中
芭
蕉
を
畫
く
は
こ
こ
に
基
づ
く
な
ら
ん
。」
と
あ
る
。
坂
崎
旦
編
『
日

本
絵
画
論
大
系
Ⅴ
』
名
所
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
三
七
〇
頁
。

（
21
）
注
2
中
野
論
文
、
一
〇
一
頁
。

（
22
）
注
16
参
照
。

　（
付
記
）

　

本
稿
は
平
成
二
十
一
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
「
江
戸
時
代
の
絵
入
本
及
び
絵
巻
の
研
究

―
個
人
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
を
な
す

に
あ
た
り
、
富
美
文
庫
本
所
蔵
者
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
日
本
大
学
名
誉
教
授
有
吉
保
氏
、

勉
誠
出
版
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
掲
載
し
た
図
版

は
、
富
美
文
庫
本
は
平
成
十
九
―
二
十
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
江
戸
時
代
の

絵
入
本
及
び
絵
巻
の
調
査
研
究
―
新
出
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
を
中
心
と
し
て
―
」（
研
究

代
表
者　

塩
出
貴
美
子
）
で
撮
影
し
た
も
の
を
、
蓬
左
文
庫
本
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
有

の
原
板
か
ら
デ
ュ
ー
プ
し
た
も
の
を
、
有
吉
本
は
注
9
掲
載
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
を
、「
な

ぐ
さ
み
草
」
は
架
蔵
本
を
撮
影
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
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図 2　序つれづれ 蓬左文庫本 1 図 1　序つれづれ「なぐさみ草」1

図 4　序つれづれ 有吉本 1 図 3　序つれづれ 富美文庫本 1
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図 5　18 人は「なぐさみ草」19図 6　18 人は 蓬左文庫本 14図 7　18 人は 富美文庫本 9

図 8　18 人は 有吉本 6
図 9　41 五月五日
　　  「なぐさみ草」41

図 12　41 五月五日 有吉本 10 図 11　41 五月五日 富美文庫本 15

図 10　41 五月五日 蓬左文庫本 35
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図 14　53 是も 蓬左文庫本 46

図 16　53 是も 有吉本 13

図 13　53 是も「なぐさみ草」52図 15　53 是も 富美文庫本 21

図 18　105 北の屋陰 蓬左文庫本 76図 19　105 北の屋陰 富美文庫本 41図 20　105 北の屋陰 有吉本 22

図 17　105 北の屋陰
　　　 「なぐさみ草」85



奈　良　大　学　紀　要　第38号 90

－　 －213

図 24　137 花は盛り 有吉本 28

図 21　137 花は盛り
　　　 「なぐさみ草」103図 22　137 花は盛り 蓬左文庫本 93図 23　137 花は盛り 富美文庫本 50

図 26　181 ふれふれ 蓬左文庫本 111

図 25　181 ふれふれ
　　　 「なぐさみ草」121

図 27　181 ふれふれ 富美文庫本 59図 28　181 ふれふれ 有吉本 38
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図 32　99 堀川相國 有吉本 21

図 29　99 堀川相國
  　　  「なぐさみ草」79図 30　99 堀川相國 蓬左文庫本 70図 31　99 堀川相國 富美文庫本 38

図 33　171 貝を「なぐさみ草」115

図 35　171 貝を 富美文庫本 55図 36　99 貝を 有吉本 34

図 34　171 貝を 蓬左文庫本 105
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図 38　33 今の内裏 蓬左文庫本 28
図 37　33 今の内裏
  　　  「なぐさみ草」34図 39　33 今の内裏 富美文庫本 14

図 41　27 御国譲り蓬左文庫本 23図 42　27 御国譲り 富美文庫本 13
図 40　27 御国譲り
　　　 「なぐさみ草」29

図 44　86 維継 蓬左文庫本 61図 45　86 維継 富美文庫本 31 図 43　86 維継 「なぐさみ草」70
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図 46　237 やない箱
　　　 「なぐさみ草」153図 47　237 やない箱 蓬左文庫本 138図 48　237 やない箱 富美文庫本 74

図 50　23 おとろへ 蓬左文庫本 20
図 49　23 おとろへ
　　「なぐさみ草」25図 51　23 おとろへ 富美文庫本 12

図 53　６我身の 蓬左文庫本 6図 54　６我身の 富美文庫本 4 図 52　６我身の「なぐさみ草」7
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図 56　4 後の世の 富美文庫本 3

図 58　73 世に語り 富美文庫本 28

図 61　79 何事にも 富美文庫本 29
図 60　79 何事にも
　　　 「なぐさみ草」 66

図 57　73 世に語り
　　　 「なぐさみ草」 64

図 55　4 後の世の
　　　 「なぐさみ草」5

図 59　31 雪の「なぐさみ草」32
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On Tsurezuregusa（Essays in Idleness）in Fumi Library:

The comparison of the illustrations with other works

Kimiko SHIODE

　Tsurezuregusa（Essays in Idleness）in Fumi Library, consisting of fi ve volumes, is an illustrated manuscript called 

by the name of Nara-ehon（a type of illustrated narrative book or scroll consisting mainly of short folk tales）. The text 

leads from Karasuma-bon, one of the relatively authentic texts. Each volume includes fi fteen illustrations, so there are 

seventy-fi ve in all, which is the second largest number among the versions in Nara-ehons known at present, next to 

Hosa library version. 

　This resume presents the outline of Fumi Library version fi rst, then compares its illustrations with those of three other 

works: Nagusamigusa, a commentary of Tsurezuregusa published in 1652 ; Hosa library version ; and another version 

presented by Mr. Tamotsu Ariyoshi in 2006.  This comparison will lead you to the conclusion as follows:

　The illustrations of Nagusamigusa precede those of the three other works. That is, Nagusamigusa is the source of the 

others. But you cannot suppose a direct transcription relationship between them because each work has its own character. 

Regarding the respective characteristics of the works, a few indications are shown.
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